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１．調査の目的 

県民の生活実感や県政への関心をはじめ、県の広報、各種施策に対する意識などを把握し、今後の

県政運営及び施策立案の基礎資料として活用する。 

 

２．調査項目 

（１） 県民の生活実感 

（２） 政治や経済への関心 

（３） 県の行っている広報 

（４） 県の取組に対する実感 

（５） 各種施策に対する意識・評価等 

○防災・減災対策    ○県民活動 

○消費生活に関すること   ○環境 

○地球温暖化防止の取組等   ○食の安心・安全 

○循環型社会    ○生物多様性 

○運動・スポーツ活動の実施状況  ○地産・地消の推進 

○やまぐち森林づくり県民税   ○コミュニティ・スクール 

（６） 回答者の属性 

 

３．調査設計 

（１） 調査地域   山口県全域 

（２） 母集団    18歳以上の男女個人 

（３） 標本数    3,000人 

（４） 抽出方法   層化二段無作為抽出 

（５） 調査方法   郵送法（調査期間中に協力依頼状を１回発送） 

（６） 調査時期   2019年6月7日（金）～6月25日（火） 

 

４．回収結果 

 有効回収数（率）  1,557（51.9％） 

 

５．報告書の見方 

（１）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数点第２

位以下を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が100.0％とならない場合がある。 

（２）複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が100.0％を超えることがある。 

（３）報告書中の図表では、回答選択肢の表現を短縮している場合がある。 

（４）報告書中のnは、回答数を示している。 
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６．標本抽出方法 

【層化】 

県内の市町を次の7地域に分類し、層とした。 

地 域 該当市町 

①岩国地域 岩国市、和木町 

②柳井地域 柳井市、周防大島町、上関町、田布施町、平生町 

③周南地域 下松市、光市、周南市 

④山口・防府地域 山口市、防府市 

⑤宇部・小野田地域 宇部市、美祢市、山陽小野田市 

⑥下関地域 下関市 

⑦萩・長門地域 萩市、長門市、阿武町 
 

【標本数の配分】 

各層における18歳以上の人口（平成27年国勢調査）により、3,000の標本数を比例配分した。 

 

【抽出】 

１．平成27年国勢調査の基本単位区を第一次抽出単位として使用した。 

２．各層の調査地点数を、１調査地点あたりの標本数が30程度になるように算出した。 

３．層ごとに 

層における人口の合計 

層における調査地点数 

を算出し、等間隔抽出法によって、該当人数番目の対象者が含まれる基本単位区を調査地点とし

て抽出した。なお、抽出に際しての各層内における市町の配列順序は、「全国地方公共団体コー

ド」（総務省設定）の順に従った。 

４．各調査地点における対象者の抽出は、調査地点の範囲内（町・丁目・番地等を指定）の選挙人名

簿から、等間隔抽出法によって行った。 

５．以上の作業の結果得られた各層の標本数・調査地点数は、次のとおりである。 
 

【各層の標本数と調査地点数】 
 

 

地 域 

母集団数 

（18歳以上の人口（平

成27年国勢調査）） 

 

標 本 数 

 

調査地点数 

①岩国地域 120,364 304 11 

②柳井地域 70,409 178 7 

③周南地域 210,516 532 18 

④山口・防府地域 260,528 659 21 

⑤宇部・小野田地域 218,540 552 18 

⑥下関地域 228,824 579 20 

⑦萩・長門地域 77,426 196 7 

県 全 体 1,186,607 3,000 102 

＝ 抽出間隔 


